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進行中のアクセント変化
一東京語の複合動詞の場合
相澤　正夫
AIZAWA　Masao　：　Remarks　on　an　Accent　Change　in　Progress　in　the　Tokyo　Diaiect
　　　　　　　　　　　　一　195　一
要旨：東京語の複合動詞（動詞÷動詞タイプ）のアクセントについて，従来指摘されてきた
規則性がしだいに失われていく過程，すなわち現在進行中のアクセント変化の実態とそこ
に関与している諸要因を，大量の調査資料によって明らかにする。興体的には，『東京語ア
クセント資料　上・下遇から採集した，前部成素が起伏式動詞である複合動詞888語につい
て，それらが旧来の規則通りに平板式アクセントを保持しているのか，それともすでに起伏
式に変化しているのかを問題とする。特に，語の長さという要因がこの変化に重要な意味を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほもち，拍数の多い長い国郡動詞ほど変化が先に進んでいることを，集団と個入の両面から実
証する。
キーワード：東京アクセン5，アクセント規則，アクセント変化，複合動詞，起伏式動詞，
平板式動詞，陳京語アクセント資輝　上・下至　　　　　　　　　　　　　．
Abstract　：　This　paper　presents　the　results　of　a　quantitative　analysis　that　makes　clear
the　precess　of　an　accent　change　in　progress　in　the　Tokye　dialect．　Here，　1　cencentrate
upon　the　problern　of　an　accentuatioR　rule　which　assigns　the　accents　of　compeund　verbs
（verb÷verb　type）　in　a　very　simple　way　（rule　A）．
　　1　lf　the　first　component　of　a　compound　verb　is　unaccented，　the　compeund　verb
　　　itself　is　accented．
　　II　lf　the　first　component　of　a　compound　verb　is　accented，　the　compound　verb　itself
　　　is　unaccented．
In　recent　decades，　this　rule，　once　so　strictly　observed　as　to　have　almost　ne　exceptions，
appears　to　have　undergone　a　change　that　may　bring　about　further　simplification　of　the
rule．　The　new　rule　can　be　tentatively　described　as　follows　（rule　B）．
　　III　Regardless　of　the　accent　of　the　first　component，　the　conapound　verb　itself　is
　　　accented．
In　the　present　study　1　turn　my　attention　to　the　course　of　the　change　in　which　rule　A
rr@II　mentioned　above　is　gradually　losing　its　power　and　merging　with　rule　A一　1　．　1　also
examine　some　linguistic　factors　（e．g．word　length＞　and　some　extralinguistic　factors
（e．g．age，　sex）　that　are　supposed　to　play　important　roles　iR　this　accent　change．　The　data
were　obtained　from　“A　Dictionary　ef　Tone－accent　on　Words　in　the　Tokyo　Dialect　1，
II．”
Key　words　：　accent　in　the　Tokyo　dialect，　accentuatien　rule，　accent　change，　compound
verb，　accented　verb，　unaccented　verb，　“A　Dictionary　of　Tone’accent　on　Words　in　the
Tol〈yo　Dialect　1　，II”
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1．はじめに
　東京語の複合動詞アクセントがどのようにして決まるかについては，そこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れこけに～定の規則性の存在することが指摘されてすでに久しい。現在でも，例え
ば棚解日本語アクセント辞典（第2版凋（1明解ア』と略称）巻末の「アク
セント習得法則45」を見ると，動詞＋動詞タイプの結合動詞のアクセントは，
「前部動詞のアクセントによって決定される。規則的。運濁しない。」とあり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユその内容が次のようにまとめられている。
1　前部が平板式動詞一原則として中高型。
　（1）平板式÷平板式
　　　キカエ’ル（着替える）　キオワ’ル（着終る）
　　　ナキヤ’ム（泣き止む）　カイアゲ’ル（買い上げる）
　　　冷風リアカ’ス（語り鯛かす）
（2）平板式＋起伏式
　　　ナキダ’ス（泣き出す）　キコ’ム（着込む）
　　　カイナオ’ス（買い直す）　ネナオ’ス（寝直す）
II前部が起伏式動詞一原則として平板型。但し，若い層の人人は中高
型に発音する傾向が強い。（下線筆者）
（1＞起伏式＋平板式
　　　カキヤム（書き止む）　ミオワル（見終る）
　　　ヨミアゲル（読み上げる）　トリカエル（取り替える）
　　　ウゴキハジメル（動き始める）
　　新しくは
　　　カキヤ’ム　ミオワ’ル　ヨミアゲ’ル　ウゴキハジメ’ル
（2）起伏式＋起伏式
　　　カキダス（書き出す）　ミコム（見込む）
　　　ヨミナオス（読み直す）　デナオス（出直す）
　　　ツクリタテル（作り立てる）
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新しくは
　カキダ’ス　ミコ’ム　ヨミナオ’ス　デナオ’ス
　ここに示された規則性を，アクセントの式のレベルで捉え直せば，要する
に「複合動詞全体のアクセントの式は，前部成素となる動詞の式と反対であ
　　　　　　　　　ぼのる」ということになる。
　この規則自体かなり単純なものであるが，棚解ア』に注記されている新し
いアクセント傾向からも窺えるように（前ページ下線部），若い層ではさらに
規則の単純化が進んでいるようである。すなわち、前部成素のアクセントに
は関わりなく，単に「複合動詞のアクセントの式は，起伏式であるjといえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒおむるような状態への移行が示唆されている。これを図式化して示せば，次のよ
うになろう。
旧世代（規則A）
　［前部二二］　　［複合動詞1
王　平板式　　→　　起伏式
II　起伏式　　→　　平板式
　　　新－世代（規則B）
　　　　［前部二二］
　　　1　平板式o
II　起伏式
［複合動詞］
x　起伏式
?
　東京語の複合動詞アクセントにおいては，現在，次のような二つの局面か
ら捉えられる変化が進行申であるとみられる。
　　（1）旧世代の規則として生きていた「規則A」が衰退していく。
　　（2＞新世代の規則として想定される「規則B」が支配的になっていく。
　（1）に示した「規則A」の衰退は，でたらめな混乱によるものとは考えにく
い。むしろ，上に図式化したように，下位規則の「1」をそのままに保持し
ながら，もう一方の「Iしのみを変化させて，結果として「規則B」のよう
なより単純な形に収束していく，という大きな変化の流れの中にあると推定
される。すなわち，この進行中のアクセント変化を捉えるポイントは，「前部
成素に起伏式動詞をもつ複合動詞が，規則Aによって期待される平板式アク
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セントから，規則Bに支配された起伏式アクセントに移行していく過程」の
中にあると言ってよい。（！）「規則A」の衰退過程は，平板式アクセントの減
少傾向として，また，それと裏返しの関係にある②「規則B」の支配化過程
は，起伏式アクセントの増加傾向として捉えることができよう。
　本稿では，このような複合動詞アクセントの移行過程を中心に据えて，現
在進行中のアクセント変化の実態，およびそこに関与している諸要因を，大
量の調査データにもとづいて閣らかにしたい。分析の対象とするデータは，
陳京語アクセント資料上・下』（1985）（『東京ア』と略称）から採集する。
2．分析対象とするデータの収集
2．1．陳京語アクセント資料』
　陳京ア選のもとになった調査の概要，その基本的性格などについては，
『東窟ア』のまえがき，馬瀬良雄・佐藤亮一（1989），佐藤亮一（1990）に詳
しいのでそちらに譲るとして，ここでは本稿の論述にとって重要と思われる
『東京ア』の特徴4点について簡単に触れておく。
　　（1）現代東京語でアクセントのゆれが予想される12，803語を収録。
　　（2）年齢差，地域差（山の手と下町），男女差を考慮して選定した19名
　　　のインフォーマントについて，個人別こ情報を記載。インフrt　一一マン
　　　トの属性は次のとおり。ローマ字がインフォーマントを表し，大文字
　　　で男性，小文字で女性を示す。「山」と「下」で，山の手出身，下町出
　　　身の劉を表す。二桁の数字は，西暦で生年の下二桁である。なお，調
　　　査は1982年から1984年にかけて実施された。
A下62，b山59，　C下58，　d山58，　E下53，　F下50，　g下47，
H山43，i下43，」山39，　K下39，1山35，　m山35，　N山30，
0山30，P下29，　q山29，　r山20，　s山11
③　既刊の辞書4種に記載されているアクセント型と対照。4種の辞書
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　　　とその略称は，次のとおり。
　　　　　　『新明解』：窪新明解国語辞典』（第3版）
　　　　　　『NHK』：『日本語発音アクセント辞剣
　　　　　　『明解ア』；『明解B本語アクセント辞期（第2版）
　　　　　　『全国ア渥：『全国アクセント辞鰯
　　（4）準備段階でアクセントをチェックした2名のアクセントを併載。2
　　　名の属性は次のとおり。
　　　　　　X山55，y下20
なお，（3×4）の情報は，語によっては欠けているものがある。
　（2）～（4）の情報は，『東京ア』の本体では，次のような配列で提示されている。
また，アクセントの型は，『新明解』に準拠して数字で示されている。本稿で
も，アクセント情報を提示する際は，原則としてこの配列順に従うことにす
る。
SYi　NHAa　Xy　AbCdEFgHiJKlmNoPqrs
明　H解国　山下　下山下山下下下山下山下山山山山下山山山
事　Kアア　5520　62595858535047434339393535303029292011
2。2．『東京：瑚からの複会動詞の採集
　複合動詞の採集方針として，次のような基準を立てた。
　　（1）動詞＋動詞タイプの複合動詞に限る。したがって，「ぶら下がる，遠
　　　退く，値切る」などは除外する。
　　（2＞前部成素，後部成素とも，和語動詞に限る。また，「～する」型動詞
　　　は全て除外する。
　　（3＞前部成素，後部雲母とも，単独で動詞として用いるものに限る。し
　　　たがって，「降り頻る，誉めそやす，見初める，見蕩れる」などは除外
　　　する。また，「かっ切る，掻っ払う，吹っ掛ける，ぶつ倒れるJなど音
　　　便形やそれに類する形を含むものも一応除外する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽまうひ　　（4）連体形のアクセントを採用する。
　　⑤　19人全員のアクセント情報が，もれなく揃っているものに限る。調
　　　査漏れなどの理由により一人でも情報が欠けていれば，除外する。
　　（6）　19人全員のアクセントが，アクセント的に一単位と認められるもの
　　　に限る。したがって，「オモ’イ・サダメ’ル」（思い定める）のように，
　　　アクセント的にご二単位でしか醤わない人が一人でもいれば，除外する。
　　（7）19人全員のアクセントが，前部成素に核をもたないものに限る。し
　　　たがって，「タタ’キ・ツケル」（叩き付ける）のように，前部成素に核
　　　をもつ形でしか言わない人が一人でもいれば，除外する。
　ここで，（3）は，前・後部成素となる個々の動詞のアクセントの式を知るた
めに必要な条件である。⑤～⑦は，計量的・統計的な処理をするために，19
人全員のデータの性質を一律に揃えておく必要があることによる。
　上のような方針で採集した結果，総数1，019語の複合動詞が得られた。こ
れを前部成素の式によって分類すると，次のようになる。なお，前・後部成
素の式の決定は，上述の4種のアクセント辞典の情報によった。
　　1　前部成素が平板式　　　　　→　111語
　　II　前部成素が起伏式　　　　　→　888語
　　III前部成素が平板式・起伏式　→　　20語
　本稿では，第3章において，IIの前部成素が起伏式である複合動詞888語
を対象にして，そのアクセントが平板式を保持する形で現れるのか（「規則
A」の保持），それとも起伏式に変化した形で現れるのか（「規則B」への移行），
露語内的要囲，雷語外的要因の両面から分析を試みる。言語内的要因として
は，複合動詞の長さ（薫連用形の拍数），前・後部成素の回数の組合せなどを，
言語外的三園としては，インフォーマントの個入差，社会的属性差などを考
慮する。
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3．起伏式動詞を前部成棄とする複合動詞のアクセント
3．1．全体の傾向の概観
　2．2．で述べた方法によって採集された，前部成素が起伏式である複合動詞
888語について，まず，平板式の保持という観点を中心に，その実態を概観す
る。本稿の末尾の別表に全体のリストを一覧表の形で掲げる。
　表の見方について，次に箇条書きにして述べる。
　　（1）左ページは，一一語（あるいは一用法）について，情報を左から順に
　　　次のように配列する。
　　　　（a）通し番号。
　　　　（b）語形。
　　　　（c）早言己。
　　　　（d）前部成素（連用形）。
　　　　（e）後部成素（連用形）。
　　　　（f）前部成素の拍数。
　　　　（9）後部成素の拍数。
　　　　（h）複合動詞（連用形）の拍数。
　　　　（i）後部成素のアクセントの式。
　　　　（」）4種の辞書におけるアクセント。『新明解珂NHK：』『明解ア麟
　　　　　『全国ア』の順。
　　（2）右ページは，左ページに対応して，情報を左から順に次のように配
　　　列する。
　　　　（k）通し番号。（＝a＞
　　　　（1）　Xとyのアクセント。
　　　　㈲　A（若）からs（高）までの19名のアクセント。
　　　　（n）　19名のうち平板式で発音する人の合計。
　　　　（o）19名のうち起伏式で発音する人の合計。
　　（3）（j）（1）㈹のアクセントは，式のレベルの区別を表示する。
　　（4）式の区別は，tw　・＝起伏式，○＝平板式，◎＝起伏式・平板式の併用
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　　　の3種の記号で表す。
　　㈲縦方向の配列は，（a）＝（k）の通し番号の若い方から順に，次のような
　　　ルールをee～（＝）の順序でかけていった結果である。
　　　　（イ）まず，（n）の平板式で発音する人の合計が多い順に配列。
　　　　（u）（d）で同点のとき，（o）の起伏式で発音する人の合計が少ない順に
　　　　　配列。
　　　　㈲　（ロ）で同点のとき，（h）の複合動詞の上智が少ない順に配列。
　　　　←）ので同点のとき，（b）の語形の五十音順に配列。
　　　したがって，概略，通し番号の若い複合動詞の方が，比較的平板式が
　　　よく保持され，起伏式化が進んでいないことになる。また，武の区別
　　　を施す記号の分布模様としては，上位の語ほど○の記号が多いことか
　　　ら，全体として白っぽい印象を与え，下位にいくほど黒っぽくなって
　　　いくことになる。
　概観して分かるように，19人全員が揃って平板式を保持している語から，
次第に保持する人数が減少していき，やがて一人も保持していない語に至る
という連続的な分布を示している。保持者数の分布の偏りを見るために，平
板式を保持している人数を横軸にとり，それぞれに属する語数の累積を縦軸
にとってグラフ化したのが，図1である。
　また，平板式の保持とは裏返しの関係にある起伏式の出現について，図1
と同様に，起伏式をもつ回数を横軸にとり，それぞれに属する語数の累積を
縦軸にとってグラフ化したのが，eq　2である。
　図1，en　2のグラフの山の位置を比較してみよう。平板式の保持では，ゆ
るやかながら一応はっきりとした右寄りの分布がみられるのに対して，起伏
式の出現では，むしろ急激な左上がりのカーーブを描く左寄りの分布がみられ
る。この対比は，平板式の保持がすでにかなりの落ち込みを見せている一方
で，起伏式化が急激に進行していることを窺わせる。
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　　　　　　図1　平板式アクセントの保持（全体）
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　試みに，全体（19人×888語）の平板式保持率と起伏式化率を，次のよう
な計算式で求めることにする。
　　平板式保持率＝平板式の全出現度数／全体の度数
　　　　　　　　＝＝　（o十＠）／　（o十＠十tw）
　　起伏式化率＝起伏式の全出現度数／全体の度数
　　　　　　　　x　（＠＋＠）／　（O十＠十＠）
　結果は，平板式保持率が37．3％（6，271／16，872），起伏式化率が78．4％
（13，231／16，872）である。一つの霞安として，これを全19人のうちの何入
という形に置き換えて示せば，平板式が全19人のうち半数以下の約7人に
しか保持されていないのに対して，起伏式への変化はすでに約15人にまで
及んでいることになる。
3．2．拍数別の比較
　3．1．で概観した全体の傾向をうけて，ここでは複合動詞の長さ（＝連用形
の拍数）の違いによって，平板式保持および起伏式化の傾向にどのような違
いがみられるかを調べる。
　総計888語の拍数別の内訳は，次の通りである。
　　3狛畿34語，4拍＝381語，5拍＝402語，6　as　＝＝　66語，7拍＝5語
　7拍語はサンプル数が少ないので除外し，3一語から6拍語までについて
比較することにする。まず，拍数別の平板式保持率と起伏式化率を，3．1．の
全体の場合と同様の計算式で求めておく。
平板式保持率
起伏式化率
3拍語　　　4拍語　　　5拍語　　　6拍語
50．90／．　〉　47．4％　〉　29．30／．　〉　22．50／．
59．3％　　＜　　71。1％　　〈　　85。0％　　く　　89．5％
これをグラフ化したのがpa　3である。拍数が増えるにつれて，平板式保持
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図3　拍数別の平板式保持率と起伏式化率の比較
率が下がり，反対に起伏式化率が上がっていることが分かる。また，全ての
拍数において，すでに起伏式化率が平板式保持率を上髭っていることも明ら
かである。
　拍数ごとの実態をさらに詳しく見るために，19人のうち絶入が平板式を保
持しているかについて五つの区間に分け，それぞれの区間に属する語数の百
分野を，3拍語から6拍語までの間で対比させ，全体の百分率を添えて示し
たのが図4である。また，平板式の保持とは裏返しの関係にある起伏式の出
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図5　拍数別の起伏式アクセントの出現
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現について，同じ方法で処理し，やはり3拍語から6拍語までの間で対比さ
せ，全体の百分率を添えて示したのが図5である。
　平板式の保持についてみると，エ9～16人の区間で，3拍語は20．6％，4切
語は5％であるが，5華語と6兄分はすでにゼロ％になっている。15～12人
の区間を足して比較しても，3韓語の41．2％，4夢語の24．7％に対して，5
物語は6％，6耳語は6．1％であり，保持率の比較的高い区闘では，拍数の少
ない3単語と4秒半における保持が目につく。一方，保持率の低い区間につ
いて，3～0人の区間と7～4人の区間の和でみると，3原語の35．3％，4
拍語の35．7％に対して，5母語は74．8％，6拍語は83．3％であり，拍数の多
い5拍語と6拍語の保持の低さが目立つ。但し，3拍語は，3～0人の区間
の割合が23。5％と（4拍語の5％からみて）予想以上に高いという，変則的
な傾向を見せている。
　一方，起伏式の出現についてみると，19～16人の区間で，拍数の多い方は
6拍語が80．3％，5難語が71．1％とかなり高率であるが，柏数の少ない方は
4狛語が32％，3拍語が35．3％と大きな開きがある。次の15～12人の区間
まで足すと，6母語の92．4％，5拍語の93．2％に対して，4拍語は74．3％と
かなり伸びてくるが，3拍語は47．1％と依然5割に満たない。また，ここで
も3拍語は，19～16人の区間の割合が35．3％と（4拍語の32％からみて）予
想以上に高く，変則的な傾向を見せている。
　以上から，陳京ア』の3拍～6拍の複合動詞についてみる限り，「語の長
さが長いものほど平板式アクセントの保持率が低く，反対に起伏式アクセン
トの出現率が高い」という傾向が確認できる。また，細かくみると，3拍語
がこの傾向に関してやや変則的な振舞いをすることも分かる。
　次に，具体例として，「ダシ（出し）」（起伏式）を共通の後部成端とする複
合動詞（42語）の一覧表を表1として掲げる。また，「マワリ（回り）」「マワ
シ（回し）J（いずれも平板式）をそれぞれ共通の後部成素とする複合動詞（10
語，12語）の一覧表を表2，表3として掲げる。配列順は，本稿末尾の別表
の場合と同じ基準による。
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　どの表においても，前部成素の拍数が少ない語ほど比較的上位に，多い語
ほど下位に現れるという傾向が確認できる。他の条件が同じならば，拍数の
多い長い語の方が，拍数の少ない短い語に比べて変化が進行していることを
示していると言えよう。
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：後部：新：N：明：全：：葡部成素：後部成素：表紀???
表1
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ?????????????????????????????????????? ???????? ?? ?? ? ??? ッ????? ァ ッ逃げ出す駆け出す
締め出す
講け出す
投げ出す
吐き出す
持ち出す
取り出す
掻き出す
差し出す
掃き出す
打ち出す
書き出す
切り出す
繰り出す
迫り照す
溜ぎ出す
編み出す
　　　　　ノ噴き繊す（＊カ、）
遣い出す
思い出す
作り出す
弾き出す
担ぎ出す
醸し出す
降り出す
掘り出す
噴き出す（，3e・ヒ，
捻り出す
考え出す
助け出す
描き出す
騒ぎ出す
動き出す
選び出す
滑り出す
流れ出す
食み出す
絞り出す
いびり出す
叩き出す
引っ張り出す
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：　語形
ニゲダス
カケダス
シメダス
ウケダス
ナゲダス
ハキダス
モチダス
トリダス
カキダス
サシダス
ハキダス
ウチダス
カキダス
キリダス
クリダス
セリダス
コギダス
アミダス
フキダス
ハイダス
オモイダス
ツクリダス
ハジキダス
カツギダス
カモシダス
フリダス
ホリダス
フキダス
ヒネリダス
カンガエダス
タスケダス
ェガキダス
サワギダス
ウゴキダス
エラビダス
スベリダス
ナガレダス
ハミダス
シボリダス
イビリダス
タタキダス
ヒッバリダス
???????????????
：X：y：A：b：C：d：E：F：9：H：三：」：K：1：m：N：o：P：q：r：s：平：起：
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ????????????????????????????????????????????? ???????????????????????????????????? ｝???????????????? ? ?????? ????????????
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表2
：後部：新：N：明：全：：前部成素：後部成素：
??????????????????????????????????? ??マワリ
マワリ
マワリ
マワリ
マワリ
マワリ
マワリ
マワリ
マワリ
マワリ
デ
タチ
カケ
ニゲ
ハネ
ハイ
オヨギ
ハシリ
タズネ
灘己
由回る
立ち回る
見翻る
駆け回る
逃げ團る
跳ね回る
逮い回る
泳ぎ＠る
走り回る
尋ね回る
藷形
デマワル
タチマワル
ミマワル
カケマワル
ニゲマワル
ハネマワル
ハイマワル
オヨギマワル
ハシリマワル
タズネマワル
??????
表3
：前部成素：後部成素：：：：後部：新：N：明：全：
カキ?
サシ
ツケ
コネ
ヰリ
クリ
トリ
ナデ
ノミ
ヒネリ
マワシ
マワシ
マワシ
マワシ
マワシ
マワシ
マワシ
マワシ
マワシ
マワシ
マワシ
ヒッパリマワシ
235平　○◎◎◎134平　○◎◎◎235平　○0235平　（）（＝）⑪《》235平　（）《》《》◎235平　○◎◎◎235平　○　⑤◎235平　○＠235平　　⑪◎⑤235平　○◎◎336平　◎◎◎働437平　　◎㈱醗
表藷形
カキマワス
ミマワス
サシマワス
ツケマワス
コネマワス
やリマワス
クリマワス
トリマワス
ナデマワス
ノミマワス
ヒネリマワス
掻き昼す
見翻す
差し園す
付け回す
捏ね繕す
切り園す
繰り圏す
取り濾す
旛で回す
飲み回す
ひねり回す
ヒッノX■リマワス引っ弓長り回す
????????
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1
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3．3．前・後部成素の拍数の組合せによる比較
　3．2，では拍数別に違いをみたが，複合動詞の場合は，同じ拍数でもさらに
前・後部成素の拍数の組合せ方に幾種類かある（n拍語に（n－1）種類）。ここ
ではこの違いに注目して，平板式保持の傾向にどのような違いがみられるか
を調べる。
　拍数男弓の組合せの種類と，今朝のデータ（総計888語）における所属語数
を次に示す。括弧内が所属語数，（一）はデータ無しを表す。
3才霞　1十2（32）　2÷1（　　2）
4季物　】．一F　3（54）　2十2（322）　3十！（　5）
5t＄　1十4（　7）　2十3（277）　3十2（！18）　4十1（　一）
6拍　1÷5（　一＞　2十4（　21）　3十3（　40）　4一ト2（　5）　5十1（　一）
7拍1十6（一）　2一ト5（　一）　3－F4（　2）　4十3（3）　5一ト2（一）　6十1（一）
　語数の分布が大きく偏っているという欠陥はあるが，ここでは一応4拍，
5拍，6拍をとりあげてみる。3．2．と同様に平板式を保持する人数を五つの
区間に分け，それぞれに属する語数の百分野を出して，組合せの種類の間で
比較することにする。4拍語，5拍語，6拍語のそれぞれについてグラフ化
したのが，pa　6，図7，図8である。
　図6，図7，図8を通覧してまず気付くことは，いずれにも共通して，後
部成素の拍数が小さくなる（あるいは反対に前部成素の拍数が大きくなる）
と，平板式の保持率が落ちていく傾向がみられることである。サンプル数の
少ない4拍語の「3＋1」，5拍語の「1＋41，6拍語の「4＋2」を含めての観
察なので断定的に雷うことはできないが，この傾向は無視できないと思われ
る。すなわち，「全体の長さが同じであれば，前部成下に比べて後部成素の長
い複合動詞ほど平板式が保持されやすい。」という傾向が指摘できそうであ
る。十分なサンプル数をもつ5拍語のF2＋3」と「3＋2」との対比において
は，その典型的な姿を捉えることができよう。（図7参照）
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34インフォーマント問の比較
　前節までは19人のインフォーマントの個別性には一切触れることなく，東
京語の複合動詞アクセントを一つの全体として扱い，その変化傾向とそれに
関与している言語内的要因を追ってきた。ここでは，むしろ個々のイン
フォーマントごとの違い，すなわち東京語アクセント内の多様性に積極的に
注目する。
　まず，19入それぞれの平板式保持率と起伏式化率を図9に示す。左側の棒
グラフが平板式保持率，右側が起伏式化率である。計算は，インフォーマン
トごとに次の式によって行なった。
　　平板式保持率＝（○＋◎）／（○＋◎＋⑲）
　　起伏式化率　＝（醗＋◎）／（0＋◎＋⑲）
平板式保持率
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インフォーマント別の平板式保持率と起一式化率
平板式保持率をみると，インフォーマントによって非常に大きな差のある
ことが分かる。最高のs氏が902％ときわめて高率なのに対し，最低のm氏
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はわずか6．1％にすぎない。全体の平均が37．3％であるから，それに最も近
いのはE氏の41．！％（＋3．8％）であるが，全般的に平均より逸脱した個人の
多いのが霞立っ。また，図9からは，明らかな年齢差は認められないが，高
年層寄りに保持率の高い人が囲立つようだ（s，P，　N，1，　Kの各氏）。一方，
高年層寄りでもかなり低い保持率を示すr，q，　o，　mの各氏が，いずれも山の
手出身の女性であることが弓馬される。
　起伏式化率をみると，こちらは平板式保持率に比べてインフォーマントに
よる差がそれほど大きくはない。最高のm氏は97．2％ときわめて高率であ
るが，最低のK：氏でもすでに42．8％に達している。全体の平均が78．4％であ
るから，それに最も近いのはやはりE氏の76％（一2．4％）であるが，全般的
に平均から大きく逸脱する個人は少ないようである。こちらもはっきりした
年齢差は認めにくいが，若年層寄りの方が比較的まとまって高い起伏式化率
を示していると思われる。また，上で言及した高年層寄りの山の手出身の女
性r，q，o，mの各氏が，ここでは揃って高い起伏式化率を示していることが
分かる。この人たちは，『東京ア』のインフォーマント構成においては比較的
高年層に位置づけられるものの，複合動詞アクセントに関してはいち早く変
化を遂げようとしている，いわば新世代の先駆けと雷えるかもしれない。
3．5．拍数別にみたインフォーマント間の比較
　ここでは，さらに3拍語から6弾語まで拍数別に分けてみたとき，個々の
インフォーマントの平板式保持率と起伏式化率が，どのようなパターンで推
移するかをグラフに描いて比較することにする。
　まず，平板式保持率については，函10－aから図10－eまでの五つのパター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とミミのンに大きく分類できる。各グループの特徴は次の通りである。
　　図10－a　右下がりの傾向はみられるが，全ての拍数において50％以上
　　　　　　のかなり高い保持率を維持している。（K，1，s氏）
　　図10－b　右下がりの傾向は強いが，5拍，6拍でもほぼ20％以上の保持
　　　　　　率を維持している。（E，g，　i，　N，　P氏，19人平均）
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　　図10－c　右下がりの傾向が5拍までみられ，5拍，6拍では20％以下の
　　　　　保持率でほぼ横這いになっている。（A，b，　C，　d，　H，　J，　o，
　　　　　r氏）
　　図10－d　右下がりの傾向が4拍までみられ，4拍，5拍，6拍では20％
　　　　　以下の保持率でほぼ横這いになっている。（F，m氏）
　　図10－e　全ての拍数において，20％以下の保持率でほぼ横這いになって
　　　　　　いる。（q氏）
　このように，平板式保持率は個人レベルにおいても，およそ図10－a，一b，
℃，一d，一eのように，拍数の多い語から順に徐々に低下していくものと推定
される。変化の段階という観点から言えば，s氏が最も古い段階を，　q氏が最
も新しい段階を示していると言えよう。
　次に，起伏式化率については，同じく図11－aから図11－eまでの五つのパ
ターンに大きく分類できる。各グループの特徴は次の通りである。
図11－a　右上がりの傾向は強いが，3拍から4拍にかけて一旦やや下
　　　　降する。（g，K，1，　P氏）
図11－b　右上がりの傾向が，3拍から6拍まで比較的なだらかに続く。
　　　　（E，i，　N，　s氏，19入平均）
図11℃　右上がりの傾向が5拍までみられ，5拍，6拍では80％以上の
　　　　起伏式化率でほぼ横這いになっている。（H氏）
en　11－d　右上がりの傾向が4拍までみられ，4拍，5拍，6拍では80％
　　　　以上の起伏式化率でほぼ横這いになっている。（A，b，　C，　d，
　　　　F，J，　m，　o氏）
図11－e　全ての拍数において，80％以上の起伏式化率でほぼ横這いに
　　　　なっている。（q，r氏）
　このように，起伏式化率は個人のレベルにおいても，およそ図11－a，一b，
℃，一d，一eのように，拍数の多い語から順に徐々に上昇していくものと推定
される。変化の般階という観点からは，おそらくK氏が最も古い段階を，q
氏が最も新しい段階を示しているとみてよかろう。
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　さて，以上のパターン分類をうけて，ここでは典型的と思われる個人に代
表させながら，現在進行中のアクセント変化の過程全体を推定してみよう。
図12－aから図12－fまでが，その過程の各段階に位置する典型的なイン
フォーマントの，拍数別にみた平板式保持率と起伏式化率のグラフである。
（実線が平板式保持率，破線が起伏式化率）
　　図12－a　3拍，4拍，5拍ではまだ平板式保持率が起伏式化率を上回っ
　　　　　　ているが，6拍ではわずかに逆転。（s氏）
　　図12－b　3拍，4拍，5拍ではまだ平板式保持率が起伏式化率を上回っ
　　　　　　ているが，6拍では逆転。（K氏）
　　図12℃　3拍，4拍ではまだ平板式保持率が起伏式化率を上圓っている
　　　　　　が，5拍，6拍では逆転。（i氏）
　　図12－d　3拍ではまだ平板式保持率が起伏式化率を上回っているが，
　　　　　　4拍，5拍，6拍では逆転。（H氏）
　　図12－e　全ての拍において逆転したが，3拍だけが他に比べてやや遅れ
　　　　　　ぎみ。（m氏）
　　図12－f　全ての拍において完全に逆転。（q氏）
　このように，平板式保持率と起伏式化率との逆転が，まずs氏（さらにK
氏）のように抽数の多い語から始まり，i氏，　H氏，　m氏のような順で徐々に
拍数の少ない語にも及んでゆき，やがてq氏のように全ての語で完全に逆転
が達成された段階に至る，という変化の過程を再構することができる。
　また，ここからも，3．4．ですでに指摘したq氏とm氏が，今圓のインフォー
マント構成では比較的高年層に属しながら，複合動詞アクセントという点で
は進行中の変化の最先端に位置していることが，ほほ確実に証明されたこと
になろう。すなわち，ここでは，年齢という要因の関与を抑えて，それ以上
に山の手出身の女性（しかも高学歴）という要因が強く働いているものと推
　　　　なお　定される。
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4．おわりに
　本稿では，東京語の複合動詞アクセントをとりあげ，現在進行中のアクセ
ント変化の実態を，『東京ア』から採集した大量のデータによって計量的・統
計的に把握してきた。まず，この変化の遅速には，語の長さ（拍数）という
要因が強く関与していることが明らかになった。次に，拍数別にインフォー
マント問で比較するという方法によって，具体的な変化の進行過程を推定す
ることができた。以下に，ここで得られた知見をまとめておく。
　　（1）起伏式動詞を前部成素とする複合動詞のアクセントは，旧世代の規
　　　鋼から導かれる平板式の保持率がすでにかなりの落ち込みをみせ（全
　　　体の37．3％），急激な起伏式化が進行している（全体の78．4％）。
　　（2）複合動詞の長さによって平板式保持率，及び起伏式化率に明らかな
　　　違いがある。すなわち，長い語ほど平板式保持率が低く起伏式化率が
　　　高いことから，この変化は長い語ほど先行しているとみられる。
　　（3）語の長さが同じであれば，前部窒素に比べて後部成素の長いものほ
　　　ど平板式が保持されやすい傾向がある。
　　（4）インフォーマントによって，平板式保持率には大きな較差があるが
　　　（最高のs氏90．2％，最低のm氏6．1％），起伏式化率ではその差がや
　　　や小さくなっている（最高のm氏97．2％，最低のK氏42．8％）。
　　⑤　平板式保持率，起伏式化率ともに，はっきりした年齢差は認められ
　　　ないが，平板式保持率の高い入は高年層寄りに目立ち，起伏澱粉率の
　　　高い人は若年層寄りの方に比較的まとまってみられる。
　　（6）個人のレベルでも，長い語ほど平板式保持率が低く起伏式化率が高
　　　いという傾向が一般的に観察され，この変化が長い語ほど先に進んで
　　　いることを裏づけている。
　　（7）　新京ア』のインフrt・一マント構成では比較的高年層に位置づけら
　　　れる山の手出身の女性（r，q，　o，　mの各氏）が，ここではかなりアク
　　　セント変化の進んだ段階に到達している。
　東京語の複合動詞アクセントでは，「語の長さ（拍数）Jという要因が，進
一226一
御中のアクセント変化を正確に掘握するうえで，きわめて重要なポイントと
なっている。この調査では，拍数の多い長い語ほど変化が先に進んでいる様
子を，集団と個人の両面から捉えることができた。
　ところで，この傾向は確かに4拍以上の長い語については当てはまるが，
3拍語には予想に反して特殊な振舞いをするものがある。複合動詞といえど
も3拍語の場合は，長さが短いことをはじめ，種々の点で単純動詞に匹敵す
るある種の個別性が認められるためかもしれない。長さの短い複合動詞につ
いては，さらに個別に詳しく検討する必要がある。また，この点も含めて，
例えば野村雅昭・石井正彦（1987）に網羅された複合動詞（7，432語）を母集
団として，今回のデータのサンプルとしての性格を検討しておくことも必要
な作業であろう。
　　　　　　　　　　　　　さて，陳京ア』のインフォーマント構成で高年層に位置づけられることが，
必ずしもその人のアクセントの旧さを意味しないことは，前論の相澤正夫
（1991b）に続いて今園の調査でも明らかになった。ここでは，むしろ山の手
出身の女性という要因が働いている可能性が高いことも分かった。国歩及び
本稿で扱ったアクセント変化は，いずれも，何らかの規則性に支えられ成立
していたアクセント現象からの新しい変化という点で共通している。このよ
うに，『東京ア』の中から個別的・語彙的なレベルを超えた一般性の高いアク
セント現象をとりあげ，その変化の動向に関する事例研究をさらに積み重ね，
相互に関連づけながら総合していくのが今後の課題である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1）　古くは明治期の東京アクセントについて，山田美妙（1892）にこの規則性に関する記
述があり（後に「山田の法則」として知られる式保存の逆転現象の指摘），さらに昭和期
　に入って，三宅武郎（1934）が改めてこの規則性を確認している。
2）　棚解ア諺では，本稿で扱う複合動詞が「結合動詞」の名称の下に分類されている。
以下の記述は，例も含めて同書からの引用であるが，アクセント表記は「下げ核jの表示
　「’」のみに改めた。なお，この引用と同旨の記述は，日本放送協会編証本語発音アク
セント辞典（改訂薪版）」（1985）にも見える。
3）　『明解ア』には，「但し，強めの葱をもつ結合勤詞は，前部勤口のアクセントを生か
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す傾向がある。」という注記があり，次のような例が挙げられている。
　　コ’キツカウ（扱き使う）オソ’レイル（恐れ入る）
　　カジ’リック（魎り付く）タタ’キツケル（印き付ける）
　　ヒキズ’リダス（引摺り出す）ヒッパ’リマワス（引っ張り回す〉
本稿では，このような一群の動詞を一応考察の対象に含めないことにする。東京語の複愈
動詞アクセント全体の変遷という立場からは，改めてその位置づけを問題にする必要が
　ある。
4＞　すでに織上葵（1959）の中の複合動詞アクセントに触れた項の注に，「ただし最近は，
複合動詞をすべて無差別に起伏式（最後から二拍冒が核）に発音する傾向がいちじるし
　い。」という記述が見える。
5）東京語の複合動詞アクセントが，全体として起伏式化する傾向を強く示している点に
ついて，「同音語をなす動詞連用形と転成名詞のアクセントによる弁別」という機能アク
セント論的な観点から一つの説明をi試みたものに，桐澤正夫α991a）がある。本稿には，
　このような起伏式化傾向をまず実証しておこうという意図も込められている。ちなみに，
複合動詞からの転成名詞のアクセントは例外なく平板式になる。また，単純動詞からの転
成名詞のアクセントも長い語では平板式化の傾向がみられる。この点に関しては，楓畢正
夫（1991　b）も合わせ参照。
6）　筆者は陳京ア蓋作成のための調査に調査員として参加したが，実際の調査では個々
の動詞項目について，次のような二つの文をこの順に読んでもらうのが下目であった。
　　①「手を押える。」のような（多くの場合）ごく簡単な文脈付きの文。
　　②「押えるということは押えることだ。jのように，「～するということは～すること
　　だ。jという枠に動詞を挿入した文。
ところが，最終的には①を省略した動詞もかなりあった。本稿では，このような事情から，
②の文の後半の「～することだ」の部分に現れる動詞アクセントを採用した。連体形のア
クセントというのはこのことをさす。但し，これによって，終止形の場金より平板式アク
セントが出やすかったのではないか，という問題はある。
7）　3抽語と4拍語の閲に限ってみると，必ずしも右下がりのグラフにならないイン
フォーマントがいるが，ここでは無視してより大きな分類にしたがった。
8）　陳京ア還では，インフォーマントの学歴に関して，新翻度履修者については，男性
が大学学部卒業以上，女性が短期大学卒業以上，［S制度履修餐については，男性が中学校
卒業以上，女性が高等女学校卒業以上という基準を設けていた。問題のm氏は短大卒，
q氏は大卒である。なお，この両氏は，相澤正夫（1991b＞で扱った単純動詞からの転成
名詞のアクセントに関しても，進行中の変化の先端の方に位置すると認められた入たち
である。
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??? ???? ?? ?? ??? ??? ???????????????????????????????? ? ?? ッ ゥ?? ?? ? ?? ??
：X：y：A：blC：d：E：F：9：H：1：J：K：1：m：N：o：P：q：r：s：平：起：
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ????? ??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ??? ????????? ??????? ??????????????????????? ? ????????? ????????????????????????
一231一
：後部：新：翼：明：全：：前部成素：後部成素：表記??，藷形
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ????? ???????? ????? ?? ????????????????????????????????????????????? ???????????????? ? ??デアルク
カケコム
デナオス
ミウシナウ
ゥケトメル
ウチアゲル
ケトバス
タチマワル
タチハタラク
タチフサガル
カケヨル
ツケタス
トジコム
トリトメル
トリヨセル
ミクダス
ミツモル
トリオコナウ
シメダス
トリアゲル
イテツク
デクワス
トリハコブ
ミナス
ミワケル
カチコス
タチヨル
トリヤメル
マチワビル
ウケダス
ウケツグ
カケッケル
ミナオス
モチコム
タチアガル
トリノゾク
メシアガル
ウケッケル
タチノク
トジケス
ナゲダス
ブチコム
ミハナス
オチクボム
出歩く
駆け込む
慮置す
見失う
受け止める
打ち上げる
蹴飛ばす
立ち＠る
立ち働く
立ち塞がる
駆け寄る
付け足す
綴じ込む
取り留める
取り寄せる
見下だす
見積もる
執り行なう
締め出す
取り上げる
凍てつく
出くわす
取り運ぶ
見倣す
見分ける
勝ち越す
立ち寄る
取り止める
待ち佗びる
講け出す
受け継ぐ
駆けつける
見直す
持ち込む
立ち上がる
取り除く
召し上がる
受け付ける
立ち退く
取り消す
投げ鐵す
ぶち込む
見放す
落ちくぼむ
オモイウカベル思い浮かべる
カチトル
タチイル
オリタタム
タチナラブ
オチアウ
勝ち取る
立ち入る
折り畳む
立ち並ぶ
落ち合う
一　232　一
51
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
U3
U4
U5
U6
U7
U8????????????????????????????????
????????????????? ?
＝X：y；A二b：C＝d＝E＝F：g：H：i；∫：K：t：m；N：Q：P；q；r＝s：平：起
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ????????????????????????????????????????????????」???????????????????????????????????????〞?????????????? ???? ???????????? ?????????? ???????? ??????? ?????????????51T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0????????????????????????????????????????
???? ???????????????????
一233一
：：後部：新：N：明：全：：前部成素：後部成素：表目語形
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ??????
???????????
????????????????
? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ?? ッ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ????? ?
一234一
????????? ??? ??????? ??? ?タチドマルタチアウ
ハキダス
タチナオル
ミカエス
ミタテル
デキアガル
トリハズス
トリツク
ナゲコム
ミオトス
ミオロス
ミトドケル
タチノボル
タテナオス
トリマトメル
オリコム
カケヌケル
キリヌク
スミツク
ナゲステル
ニゲサル
ミカワス
ミセッケル
ミヤブル
シメククル
ウチコム
ウチトケル
カキマゼル
タレサガル
サシオク
タテカケル
ナゲッケル
モチダス
オリカサネル
トリタテル
ミコス
カチススム
ミサゲル
カケアウ
トリキメル
ミワタス
モチコス
ウテケス
カミキル
ケチラス
タレコメル
マチカネル
トリスガル
トリチガェル
????????? ……
：X：y：A＝b：C：d：E＝F：g：H：董：」：K：星：m：N：o：P＝q：r：s：平：起：
???????????????????????????????????????????????????????????????????????｛????????????????????????????????????????????????????? ← ?????? ??????? ?????? ????????????????? ?????? ?? ?? ?? ?? ? ?????? ??????????????????????? ?……?????????????????…????????……???…???????…???????…?
一235一
＝：：後部：新：N：明：全：：前部成素：後部成索＝駅亭語形???
?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ??? ??????????? ?? ? ? ? ??
?????????????????????????
?? ? ???????????????????????????????????????????????? ?? ゥ ゥ ゥ ゥ???? ??????? ??? ?? ? ? ? ? ? ?? ????? ?
一236一
ミアキル
ウケイレル
ウチスエル
ウチトル
カキコム
カキタス
ツケコム
ウチシズム
カキムシル
カキワスレル
トキキカセル
トリアッカゥ
ウチコム
サシカエル
ショゲコム
モチカエル
ウチシオレル
クイツク
セキコム
セキコム
タチコメル
トリダス
ナリタツ
ノミホス
ハネツケル
ミスゴス
タチツズケル
オリカサナル
カキダス
スミ諏ム
カキヨセル
ミマワル
ブチヌク
ミスマス
カケマワル
デスギル
スギサル
モチヨル
オキアガル
オレアウ
カキトル
ダシヌク
デムカエル
トリイル
トリサル
トリワケル
ネジコム
ミセカケル
ウチアワセル
クイチガウ
51
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
U3
T4
U5
U6
U7
U8
U9
V0
V1
V2
V3
V4
V5
V6
V7
V8
V9
W0
W1
W2
W3
W4
W5
W6
W7
W8
W9
X0
X1
X2
X3
X4
X5
X6????
?ー??????????? ????
：X：y：A：b：C：d二E：：F：9：H：i：J：K：11m：N：o：P：q：r：s：平：起：
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ???????? ???????? 》 ???（???? ????????? ???? ???? ???????????????????? ???????????????? ?????????? ???????????????? ? …… …… ? ? ? ????????…??…………?……???
一237一
：：後部：新：N：明：全：：：前部成素：後部成素：表記語形
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ? ?? ?
???????????????????
? ? ???? ? ?? ? ? ??? ? ? ?? ? ? ???? ? ? ????? ? ?????????????ッ???????????????????????????????? ?? ヶ ? ｝????? ゥ ゥ??? ????? ?? ? ?????????? ?????? ??
一　238　一
コキオmス
サシマワス
タチスクム
ツケマワス
ミトル
キリトル
デサカル
Fケアウ
ミワスレル
イキカエル
ウチナラス
ニゲマワル
ウチッレル
カキヌク
カミワケル
サシダス
サシヒク
セメヨセル
トリクム
トリサゲル
ナデッケル
ヌギステル
ハキダス
アユミヨル
ウチカエス
カミツブス
キリキザム
クリヒロゲル
ケツマズク
トリムスブ
ノミクダス
マチアワセル
ウチツケル
カキワケル
シメキル
ツケイル’
ミサダメル
カチノコル
ウチヌク
ウケナガス
スリ＝ム
ミコム
モーシオクル
トリコム
クイツナグ
カミアウ
コミイル
トリノケル
モチサル
コネマワス
???????? ?
：X：ylA：b：C：d：E：F：g＝｝｛：i：JIK：蓋：m：N：olP：q：r：s：平：起：
?????????《????????????????????????????????????????????????」???????????????????????????????????????????????????? ???? ? ??????????? ????????? ???????? ????? ??? ??? ? ?????????????? ????????? ??? ? ? ??????????????????
一239一
：後部：新：N：明：全：：前部成索：後部成素：表記語形???
?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ? ?? ?? ? ? ?? ?? ? ? ?? ??
????????????
? ??? ????? ????? ? ??? ?? ??? ? ??????????????? ?????????? ? ? ? ? ??ー ェ ｝? ? ッ ゥ?? ? ?? ?
???????????
? っ??? ??? ? ?
一240一
トリカワス
モーシコム
ウチヨセル
カキワケル
キリステル
クミカエル
クリイレル
クリコム
ホエツク
キリマワス
ヒワレル
カキトメル
クミシク
クリアゲル
コジツケル
シメアゲル
トリイレル
トリナス
ブチマケル
モチカケル
モチキル
ヨミコム
ウチマカス
オモイヤル
タチカェル
ツケクワエル
ブチカマス
ウチカツ
ウチステル
オリマゲル
クイトメル
クミコム
デハラウ
トリアウ
トリマク
ナレアウ
ヒエキル
ヨミトル
オリカエス
カキイレル
カキッケル
セメタテル
タチキル
サシオサエル
ツケアワセル
モーシソエル
カキチラス
トリオサエル
サシムケル
ッメァワセル
51
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
T3
U4
U5
U6
U7
U8
U9
V0
V1
V2
V3
V4
V5
V6????????????????????????
?????
X：y：A：b：C＝dlE：F：g：H：i：J：K：1：m：N：o：P：q：r：s：平：起
12
P2????????????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ??? ??????? ????????? ????? ??????? ????????????? ?51T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
U3
U4
U5
U6??????????????????????????????????
? ? ???
一241一
全野撫親旧後??：前部成索：後部成素：表書己語形???
?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ???? ????????? ?? ? 、 ? ? ? ?? ???ッ ? ???????????????????????????????????????????????? ゥ ゥ ゥ
一242一
?? ?
???????
???? ? ????? ?シメッケル
デツクス
テリツケル
フキアレル
ウチツズク
キリムスブ
カ串ステル
カキソエル
クイコム
クリノベル
コミアゲル
サシFメル
スミカエル
マチウケル
クイチラス
スレチガウ
トリナオス
ナリカワル
ミソコナウ
ウチカサナル
ウケオウ
ウチキル
オイコム
オリアウ
サシイレル
セメイル
ダシキル
ニゲコム
ヌイコム
ミナラウ
ウチコロス
カミコmス
シメコロス
スミワタル
モチアワス
ツキシタガウ
ミマウ
ウチダス
カキカェル
カキダス
キリヌケル
クイッメル
クリヌク
ケヤブル
＝ジアケル
セメコム
タチワル
ナデアゲル
ミノコス
クイツブス
01
O2
O3
O4
O5
O6
O7
O8
O9?????????????????????????????????????????
?????
X：y＝A：b：C：d：E：F：g：H：i：3：K＝1：m：N：◎：P：q：ゴ：s：平：起
12
P2
P2
P2
P2
P2
P3
P3
P3
P3????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ??? ?? ??? ????????????????? ??????????????? ? ??????? ? ? ??????????????
一243一
：後部：新：N：明：全：＝前部成素：後部成素：表護己籍形
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ????????????? ???? ?????????????????????????????????????????????????????? ? 、 ?ッ ?? ッ ゥゥクリマワス
ツケアガル
テリカエス
モチナオス
トリソコナウ
キリアゲル
サシカケル
ッメカケル
トリッケル
ネジキル
ホリサゲル
ミヒラク
ウチオトス
ウチナオス
カケアガル
カケアワセル
サシコmス
トリカエス
トリシマル
オモイアタル
繰り回す
付け上がる
照り返す
持ち直す
取りそこなう
切り上げる
差し掛ける
詰め掛ける
取り付ける
擬じ切る
掘り下げる
見開く
打ち落とす
打ち｛す
駆け上がる
掛け合わせる
刺し殺す
取り返す
取り締まる
思い当たる
オモイメグラス患い巡らす
オリタツ
カミシメル
スリヌケル
＊ジアゲル
イキノコル
スリヘラス
ハシリヨル
マチコガレル
フキカエス
スリカエル
カ亭ナオス
キリダス
クリダス
ミイダス
クイアラス
フキスサブ
ブリソソグ
マチアワス
モチハ＝ブ
カケカエル
キリツメル
クミイレル
クリコス
ケオトス
コギツケル
デカカル
ナゲカケル
メシトル
カケメグル
降り立っ
噛み締める
擦り抜ける
涙じ上げる
生き残る
磨り減らす
走：り審る
待ち焦がれる
吹き返す
擦り替える
書き塵す
切り出す
繰り出す
晃慮だす
食い荒らす
吹き荒ぶ
降り注ぐ
待ち合わす
持ち運ぶ
掛け替える
切り詰める
組み入れる
繰り越す
蹴落とす
漕ぎ普ける
出かかる
投げ掛ける
召し捕る
駆け巡る
一244一
51
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
U3?????????????????????????????????????
?????????? ?
：X：y：A：b：C：d：E：F：g：H：i：」：K：1：m：N：o：P：q：r：s：平：起1
15
P5
P5
P5
P5
P6
P6
P6
P6
P6
P6
P6
P6
P6
P6
P6
P6
P6
P6???????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????、?? ??????????? ???????????? ???? ??????????? ???????51
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
U3
U4
U5
U6
U7
U8
U9
V0
V1
V2
V3
V4
V5
V6
V7
V8
V9
W0
W1
W2
W3?????????????????
?
一245一
：：：後部：新：N：明：全：：蔚二成素：後部成素：衰護己語形
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ????
????????????????????
?????
?? ッ? ??????????????????ッ???????????????????????????? ??? ? ? ? ?? ェ? ッ ッ?? ? ??????
?????
??? ?? ?? ? ?? ?? ?
一246一
クリアガル
トリマワス
ナギタオス
ニジリヨル
ウチタテル
エリヌク
キリコム
クイキル
サシノベル
デソロウ
ニゲノビル
ヨミキル
カキクワエル
カキシルス
カキノコス
サシカザス
トキアカス
ノミツフレル
ヨジノボル
カヰアラワス
ツケクワワル
イキノビル
クミアウ
スリヘル
セキトメル
セメッケル
ッケカエル
ハネノケル
フキコム
フキツケル
モギトル
カキウツス
キリコロス
サエワタル
タテナオス
タラシコム
トリアワセル
マキチラス
カキケス
スミキル
セリダス
タエカネル
ナシトゲル
ミカギル
オモイコム
オモイッメル
スリツブス
トリクズス
トリコボス
ノミタオス
01
O2
O3
O4
O5
O6
O7
O8
O9??????????????????????? ? ?? ? ?? ? ?? ??
???????? 《 ?
lX：y：Alb：C：（1：E：F：9：｝｛：i：」：K：豆：m：N：o：P：q：r：s：平：起：
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P4
P4
P4??????????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ??????? ????????? ?????????????? ? ??????????01
O2
O3
O4
O5
O6
O7
O8?????????????????????????????????????????
???????????????????
一247一
：後部：新：N：暁＝全：：前部成素：後部成素：
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ???????????????????????????????????? ?????? ?? ? ? ???? ? ? ?? ? ? ???? ? ? ?? ? ? ????????? ??? ? ? ?? ??
語形 表紀
ウチマクル
カキアツメル
セメオトス
トリシラベル
ツクリ日増ル
コヰマ・ぜル
スギユク
スリヨル
イキヌク
ウチヌク
クミアゲル
コギダス
ヘシオル
メシアゲル
ヨイシレル
オモイツク
カエリザク
キリタオス
クイタオス
タタキアゲル
ハゲアガル
ヨミコナス
打ちまくる
掻き集める
攻め落とす
取り調べる
作り替える
扱き交ぜる
過ぎ行く
擦り寄る
生き披く
打ち抜く
組み上げる
溜ぎ出す
へし折る
召し上げる
酔い痴れる
患いつく
返り咲く
切り倒す
食い倒す
叩き上げる
禿げ上がる
読みこなす
オモイクラベル思い比べる
ケタテル
アミダス
カチヌク
キリカエル
キリサゲル
キリフセル
セリアウ
タテカエル
タベスギル
トリモツ
ナリハテル
ミキワメル
ミクビル
ウチクズス
カキアワセル
クイコロス
クリカエス
サゲワタス
サシノボル
サシモドス
ソナエツケル
トキオコス
トギスマス
トリソロエル
トリチラス
ナデオロス
ネリナオス
蹴立てる
編み出す
勝ち抜く
切り替える
切り下げる
切り伏せる
競り合う
建て替える
食べ過ぎる
取り持っ
成り果てる
見極める
見総る
打’ち崩す
掻き合わせる
食い殺す
繰り返す
下げ渡す
さし昇る
差し炭す
鋳え付ける
説き起こす
研ぎ澄ます
取り揃える
取り散らす
撫で下ろす
練り直す
51
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
U3
U4
U5
U6
U7
U8
U9
V0
V1
V2
V3
V4
V5
V6
V7
V8
V9
W0
W1
W2
W3?????????????????
?????????? ??
一248一
：X＝y＝A；b＝C：（重：E＝F：9：銭：重：」：K：1：m；N：o：P：q：r：s：平：起：
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P8
P8
P8
P3?????????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ???????????????????????????????????????????????????? ??? ????????????? ????? ?????????? ? ????51
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
U3
U4
U5
U6
U7
U8
U9
V0
V1
V2
V3
V4
V5
V6
V7
V8
V9
W0
W1
W2
W3
W4
W5
W6
W7
W8
W9
X0
X1
X2
X3???????
??? ? 」 ?? ? ?」? 」?? 」?
一249一
：後部：新：N：明：全：：前部成素：後部成素：表紙語形??，
??????????????????????????????????????????????????????? ??????? ?????????? ??????? ?????????? ????? ????????????????????????????????????????????????????????《?????????
????????????
? ????? ???? ??? ? ??ッ???? ????????? ???????? ??ァ???ッ???????? ?? ? ? ?????? ㌶ ㌶晴れ渡る
蒸し返す
申し上げる
切り合う
読み上げる
折れ魎がる
書き続ける
書き連ねる
掻き乱す
書き漏らす
噛み砕く
切り崩す
食い延ばす
差し掛かる
立ち遅れる
立ち騒ぐ
立ち尽くす
解き放す
取り落とす
取り佳切る
成り上がる
走り抜く
話L込む
払い下げる
掘り返す
持ち堪える
酔い潰れる
読み合わせる
申し渡す
駆け下りる
急き立てる
詰め切る
跳ね上げる
選り抜く
切り落とす
取り残す
取り紛れる
跳ね飛ばす
払い戻す
噴き出す（7kが）
取り払う
跳ね翻る
持ち合わせる
立ちはだかる
取り計らう
撫で回す
切り付ける
食い合う
閉じ込める
掛り合う
一250一
ハレワタル
ムシカエス
モーシアゲル
キリアウ
ヨミアゲル
オレマガル
カキッズケル
カキツラネル
カキミダス
カキモラス
カミクダク
キリクズス
クイノバス
サシカカル
タチオクレル
タチサワグ
タチツクス
トキハナス
トリオトス
トリシキル
ナリアガル
ハシリヌク
ハナシコム
ハライサゲル
ホリカエス
モチコタエル
ヨイツブレル
ヨミアワセル
モーシワタス
カケオリル
セキタテル
ツメキル
ハネアゲル
ヨリヌク
キリオトス
トリノコス
トリマギレル
ハネトバス
ハライモドス
フキダス
トリハラウ
ハネマワル
モチアワセル
タチハダカル
トリハカラウ
ナデマワス
キリツケル
クイアウ
トジコメル
カカリアウ
???????????
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O2
O3
O4
O5
O6
O7
O8
O9
P0
P1
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
Q0
Q1
Q2
Q3
Q4
Q5
Q6
Q7
Q8
Q9
R0
R1
R2
R3
R4
R5
R6
R7
R8
R9???????????
??????????????????????????
一251一
：後部：新：N：明：全；：前部成素：後部成紫：表書己，??語形「??
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ?????? ????? ???????? ??????????????????????????????????????????????????? ????????????? ヶ?? ????? ァ??????? ?? ョ ッ ッ????
???．?????????????????????????????
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一　252　一
カケハナレル
キリハナス
トーリコス
ミハカラウ
クチハテル
クミタテル
ハイダス
ミトガメル
ヨミサス
オモイダス
カキナガス
キリオロス
クミアワス
タテコモル
ツクリダス
トジコモル
トリモドス
ノビナヤム
ノミマワス
ハジキダス
ミツクロウ
モチクズス
アミアゲル
カキタテル
コミアウ
スミナレル
ズリオチル
スリキレル
スリツケル
セメヨル
ダシアウ
ッメカェル
トキフセル
ヌイツケル
ネガイデル
ネジフセル
ネメッケル
ハジイル
カチホコル
キリカワル
クイサガル
ソリカエル
トリミダス
ナゲトバス
ニゲオクレル
ヌイアワセル
ハネアガル
ハレアガル
ミマチガエル
ヨミクダス
?????????? ?? ? ?? ? ???
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15
P5
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V3
V4
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：：後部：新：N：明：全：：繭部成素：後部成素：表言己語形
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P2
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：後部：新：N：明：全：：前部成素：後部成素：表記語形
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一　257　一
：後部：新：N：明：全：：前部成素：後部成素：表言上語形．??
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ????????????
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一　259　一
＝後部：薪：N：明：全：：前部成紫：後部成素：表書琶藷形
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????カンガエック
トリツクロゥ
ミヤル
スリアゲル
トドケデル
ウチタオス
ウチヤブル
キタエアゲル
キリカカル
サシヒカエル
シボリアゲル
ノビアガル
ハナシカケル
フキコぶレル
モーシツケル
オモイカエス
カキソコナウ
ッカミカカル
ツクリナオス
ッッミカクス
考え付く
取り繕う
見適る
刷り上げる
届け出る
打ち倒す
打ち破る
鍛え上げる
切り掛かる
差L控える
絞り上げる
伸び上がる
話し掛ける
吹き零れる
申し付ける
患い返す
書き損なう
掴み掛かる
作り直す
包み隠す
オモイトドマル思いとどまる
ネリアゲル
イタミイル
ェガキダス
オサエッケル
サワギダス
ナグリツケル
ニラミツケル
ブチノメス
ワカチアウ
ヒネリマワス
テリハエル
ァズケイレル
ウゴキダス
エラビダス
オモイ串ル
カラメトル
コマリ亭ル
サシシメス
サシマネク
スベリダス
ナガレコム
ナガレダス
ナギハラウ
ノシカカル
マギレコム
モ～シウケル
オモイオコス
オモイスゴス
練り上げる
痛み入る
描き出す
押さえっける
騒ぎ出す
殴り付ける
脱み付ける
ぶちのめす
別ち合う
ひねり回す
照り映える
預け入れる
動き出す
選び出す
慰い切る
搦め捕る
困り切る
捲し示す
差し招く
滑り出す
流れ込む
流れ出す
薙ぎ払う
伸し掛かる
紛れ込む
串し受ける
愚い起こす
思い過ごす
カンガエツキ
トリ
スリ
トドケ
ウチ
ウチ
キタエ
キリ
サシ
シボリ
ノビ
ハナシ
フキ
te　一シ
オモイ
カキ
ツカミ
ツクリ
ツツミ
オモイ
ネリ
イタミ
ェガ牛
オサェ
サワギ
ナグリ
ニラミ
ブチ
ワカチ
ヒネリ
テリ
ァズケ
ウゴキ
エラビ
オモイ
カラメ
コマリ
サシ
サシ
スベリ
ナガレ
ナガレ
ナギ
ノシ
マギレ
モーシ
オモイ
オモイ
コスリアワセルこすり舎わせるコスリ
ツクmイ
ヤリ
アゲ
デ
タオシ
ヤブリ
アゲ
カカリ
ヒカェ
アゲ
ァガリ
カケ
コポレ
ツケ
カエシ
ソコナイ
カカリ
ナオシ
カクシ
トドマリ
ァゲ
イリ
ダシ
ツケ
ダシ
ツケ
ツケ
ノメシ
アイ
マワシ
ノ、エ
イレ
ダシ
ダシ
キリ
トリ
キリ
シメシ
マ＊キ
ダシ
コミ
ダシ
ハライ
カカリ
葺ミ
ウケ
オコシ
スコシ
アワセ
51
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
U3
U4
U5
U6
U7
U8
U9
V0
V1
V2????????????????????????????
?????????????? ??
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U1
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U4
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T9???????????????????????????????
???????????????????????? ?? ?? ?? ?? ?
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X：y：A：b：C：d：E：F：9：疑：量：」：K：玉：ln：N：o：P＝q：r：s：平：起
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P9
P9
P9
P9
P9
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P9
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O4
O5
O6
O7
O8
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P1
P2
P3
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：：後部：新：N：明：全：：前部成素：後部成素：表記語形
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
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01
?２
U3
O4
O5
O6
O7
O8
O9
P0
P1
P2
P3
P4
P5
P6
P7?????????????????????????????????
?? ?????
：後部：新：N：明：全：：前部成素：後部成素；褒紀???語形??．
?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ?? ．??? ??? ????????????????????????????????アユミアウ
ウチハラウ
クズレオチル
コスリヅケル
コボレオチル
サシバサム
サワギタテル
シバリッケル
ズリアガル
ズリサガル
タグりコム
タケリタツ
タタキダス
タチイタル
ッカレハテル
ドヤシツケル
ナスリツケル
フシオガム
メカシコム
タズネマワル
ナグリトバス
ヒッパリコム
歩み含う
打ち払う
崩れ落ちる
擦り付ける
零れ落ちる
差し挟む
騒ぎ立てる
縛り付ける
ずり上がる
ずり下がる
手繰り込む
瞬り立つ
叩き幽す
立ち盃る
疲れ果てる
どやしっける
擦り付ける
伏し拝む
めかし込む
轡ね回る
殴り飛ばす
引っ張り込む
アユミ
ウチ
クズレ
コスリ
コボレ
サシ
サワギ
シバリ
ズリ
ズリ
タグリ
タケリ
タタキ
タチ
ツカレ
ドヤシ
ナス婆
フシ
メカシ
タズネ
ナグリ
ヒツパリ
マチクタビレル待ちくたびれるマチ
フンゾリカエル踏ん反り返る
カキクドク
キオイタツ
スベリオチル
ソビエタツ
タドリツク
フリカカル
ヨワリハテル
ウバイカエス
キワメツクス
タタキコワス
タタキノメス
ハイツクノぐウ
ヒッパヲダス
掻きくどく
気負い立つ
滑り落ちる
轡え立っ
辿り着く
降りかかる
弱り果てる
奪い返す
極め尽くす
叩き壊す
叩きのめす
這いつくは1う
引っ張り出す
シズマリカエル静まり返る
フンゾリ
カキ
キオイ
スベリ
ソピエ
タドリ
フリ
ヨワリ
ウバイ
キワメ
タタキ
タタキ
ハイ
ヒッパリ
シズマリ
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V1
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V3
V4
V5
V6
V7
V8
V9
W0
W1
W2
W3
W4
W5
W6
W7
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